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　経済的な理由等で国民年金の保険料を納めることが困難な場合

には、申請により保険料の納付が免除される「保険料免除制度」

があります。

保険料の全額（１４，４１０円）が免除
全額免除された期間は、保険料を全額納付したときに

比べ、年金額が１／３として計算されます。

前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること
（扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円

全額免除制度

☆☆全額免除となる所得の「めやす」☆☆

保険料の一部を納付、残りの保険料は免除
一部納付は３種類です。それぞれの納付額と年金額の計算は次

のとおりです。

・４分の１納付（保険料額　３,６００円）→年金額１／２

・半額納付　　（保険料額　７,２１０円）→年金額２／３

・４分の３納付（保険料額１０,８１０円）→年金額５／６

前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること

○４分の１納付 → 78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

○半額納付　    →118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

○４分の３納付→158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

一部納付（一部免除）制度

☆☆一部納付となる所得の「めやす」☆☆

　　　　　　　　　全額免除　半額免除

平成10年度の月分　16,590円　　―

平成11年度の月分　15,950円　　―

平成12年度の月分　15,320円　　―

平成13年度の月分　14,740円　　―

平成14年度の月分　14,180円　7,090円

平成15年度の月分　13,970円　6,980円

平成16年度の月分　13,770円　6,880円

平成17年度の月分　13,810円　6,910円

平成18年度の月分　13,860円　6,930円

平成19年度の月分　14,100円　7,050円

保険料免除制度が
あります

　

６
月
１
日
（日）
、
好
天
の
中
、
町
総
合

運
動
施
設
に
お
い
て
、
第
45
回
三
重
郡

民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
越
町
、
菰
野
町
か
ら
約
２
０
０
人

の
選
手
が
集
い
、
剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
男
子
・
女
子
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
、

軟
式
野
球
と
各
種
目
に
分
か
れ
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

軟
式
野
球
で
は
川
越
町
の
福
本
雅
仁

選
手
が
３
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
つ
な

ど
、
大
会
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

第
４５
回
三
重
郡
民
体
育
大
会
開
催

お
い
し
い
う
ど
ん

が
で
き
ま
し
た
！

大　会　結　果

剣
道
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
、
郡
民
体
育
大
会
後
に
交
流
戦

が
開
催
さ
れ
、
両
町
の
選
手
が
交
友
を
深
め
ま
し
た
。

小椋久美子選手の応援に

鉢巻の寄贈を受ける
　６月13日（金）、８月に開催される北

京五輪バドミントン女子ダブルス種目に

出場する川越町出身の小椋久美子さんの

応援のため、豊田一色の柳川平和さんより、

鉢巻の寄贈を受けました。　

　

５
月
31
日
（土）
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
は
亀
山
市

関
宿
で
施
設
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

　

地
蔵
院
、
福
蔵
寺

な
ど
を
巡
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
に

町
民
ホ
ー
ル
で
は
、
う
ど
ん
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
メ

ン
バ
ー
は
、
初
め
て
の
う
ど
ん
作

り
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ツ
を
掴
む
と
す
ぐ
に
上
達
し
、
お

い
し
そ
う
な
う
ど
ん
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

施　設　見　学
チャンレンジクラブ

剣　　道　　　　　優勝…菰野町（５勝２敗）

バドミントン男子　優勝…川越町

バドミントン女子　優勝…川越町

ソフトボール男子　優勝…菰野町（１０－２）

軟　式　野　球　　優勝…川越町（７－４）

（注）一部納付制度は、納付すべき一部の保険料を納付されない場
合、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、将来の老
齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や死亡といった不慮の事態
が生じた場合に、年金を受け取ることができなくなる場合があります
のでご注意ください。

どう
なるの？

保険料と
年金は

免除された
期間の

※申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主の方も所得基準の範囲内で  
　ある必要があります。
※平成２０年４月～６月分の申請については、前々年（平成１８年）
　の所得で審査を行います。

※申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主の方も所得基準の範囲内で
　ある必要があります
※平成２０年４月～６月分の申請については、前々年（平成１８年）
　の所得で審査を行います。

○保険料の全額免除や一部納付等

の承認を受けた期間は、保険料

を全額納付したときに比べ、将

来受ける年金額が少なくなりま

す。

○そこで、これらの期間は、１０

年以内（平成１０年４月分は平

成２０年４月まで）であれば、

あとから保険料を納めること（追

納）ができます。

○追納する場合は、保険料免除等

の承認を受けた期間の翌年度か

ら起算して、３年度目以降に保

険料を追納すると、当時の保険

料額に経過期間に

応じた加算額が上

乗せされます。

○なお、平成２０年

度中に追納する場

合の加算額を加え

た追納額は、下表のとおりです。

問い合わせ先　四日市社会保険事務所　℡３５３・５５１３
　　　　　　　町民環境課　　　　　　℡３６６・７１１５


